日本生物物理学会
国際研究会・国際会議開催支援 公募要項

1. 趣旨・背景
日本生物物理学会では、IUPAB2024京都大会の誘致を契機として、海外研究者との交流促進を目的に「グローバル経費」を計上し、これまで年会における二国間シンポジウム等での海外演者招聘に活用してきました。
2026年度は年会が釜山で開催される予定であり、日本・韓国以外の国との二国間シンポジウム実施予定がないことから、同経費に一定の余裕が生じる見込みです。
これを踏まえ、日本生物物理学会会員が主体となって実施される国際研究会や国際会議を対象に、公募制による開催支援制度を新設し、国際連携の裾野拡大と学会の国際的プレゼンス向上を図ります。

 2. 支援内容
支援金額：	1件あたり90万円まで
支援件数：	若干件
支援対象経費の例：	海外研究者の旅費・滞在費（部分的支援を含む）、会場費・運営費、若手研究者支援に関わる経費 など

3. 応募資格・条件 (以下の条件をすべて満たすこと)
A.	実行委員のうち、日本生物物理学会会員が1名以上含まれること。
B. そのうち少なくとも1名は、日本生物物理学会の理事経験者であること。
C. 参加国数：3か国以上（日本を除く）。
D. 予想される外国人参加者割合：海外の研究機関に所属する参加者が、
（i）全参加者の30%以上、かつ
（ii）10名以上
となることを原則とする（合理的見込みによる記載可）。
継続開催会議の場合は、過去実績を併記すること。継続開催されている会議の場合は、これまでの実績に基づく「見込み」人数・割合の記載を可とする。
E. 予想される日本生物物理学会会員の割合：日本人参加者の中で、30%以上が日本生物物理学会会員であること。
F. 開催地：日本国内
G. 実施時期：採択後の翌年7月末までに実施するものを対象とする。
H. 海外研究者に日本生物物理学会への入会や年会参加を促すための工夫を具体的に示すこと。

〈補足〉本支援制度の原資は、日本生物物理学会会員の会費を基にした学会予算です。これを踏まえ、学会運営の実情や予算執行の理念、ならびに意思決定プロセスを理解した体制のもとで、適切かつ責任ある企画・運営が行われることを希望しています。この観点から、実行委員には、過去に日本生物物理学会の理事を務めた経験を有する者を含めることとしました。

4. 審査方針・評価の観点
応募案件は、以下の観点を総合的に評価し、担当理事において審査後、理事会によって承認します。応募者が任期中の理事である場合は、当該案件の審査から除外する。
A. 学会の国際連携の拡大への貢献度
B. 日本生物物理学会の可視性・国際的プレゼンス向上への効果
C. 日本生物物理学会の会員増加への波及効果
D. 将来の年会・国際会議・共同研究への波及可能性
E. 若手研究者の参画・育成への貢献
F. 公平性・透明性の観点からの妥当性

5. 採択後の義務
会議終了後、所定の様式による実施報告書および会計報告を提出すること。
もし、予算に余剰金が出た場合は、速やかに学会に返納すること。
学会HPや会誌等での情報公開に協力すること。

6. 応募申請書提出先・問い合わせ先
日本生物物理学会bpsbj@biophys.jp



国際研究会・国際会議開催支援 応募申請書
できるだけA4サイズ, 3ページ (11pt) 以内で簡潔にご記述ください

1. 会議・研究会名称
和文：
英文：

2. 開催概要
A. 開催日程（予定）：
B. 開催地（国・都市）：
C. 開催形式（対面／オンライン／ハイブリッド）：
D. 主催団体：
E. 共催・後援団体（予定含む）：

3. 代表者・実行体制
代表責任者の氏名：
  	所属・職位：
  連絡先（E-mail）：
生物物理学会で担当した理事の名称と担当年：

4. 運営体制の構成(実行委員長・主要メンバー数名の氏名・所属・役割など)
  
5. 会議・研究会を企画した背景と目的
（簡潔に記載。国際連携の意義に留意すること）

6. 日本生物物理学会としてのメリット (本支援により期待される学会への貢献（会員増加、分野拡大、将来の国際展開等）を記載)。

7. 主な参加者の国・地域構成
A. 想定参加国数（日本を除く）：
B. 予想参加者総数：
C. 外国人参加者の割合（％）：
D. 日本生物物理学会会員の割合（％）：
  ※継続開催会議の場合は、過去実績と見込みを区別して記載。

8. 将来的な展開（継続開催、共同研究、国際ネットワーク形成など）

9. 若手研究者への波及効果 (若手研究者の企画・運営への関与や、若手が研究交流できる具体的な仕組み)

10. プログラム概要 (セッション構成（箇条書き可）)

11. 予算計画（概算）
A. 総予算額：　　　　万円
B. 日本生物物理学会支援金の使用用途（旅費支援、宿泊費支援、会場費、若手支援、その他）

12. 他学会・財団・企業からの支援の予定（申請中／確定など現状を記述）

13. 実施後の報告方法（学会HP掲載、会計報告等）

14. その他アピール事項と補足説明があれば記載


採択後提出書類様式
日本生物物理学会　
国際研究会・国際会議開催支援　
実施報告書

1. 会議・研究会の基本情報
(1) 名称（和文・英文）：
(2) 開催日程：
(3) 開催場所（都市・会場名）：
(4) 開催形式（対面／ハイブリッド）：
(5) 主催・共催団体：


2. 開催概要
(1) 参加者総数：＿＿名
(2) 海外機関所属参加者数：＿＿名（全体の＿＿％）
(3) 参加国数（日本を除く）：＿＿か国
(4) 日本からの参加者数：＿＿名
(5) 日本生物物理学会会員数：＿＿名（日本参加者の＿＿％）
※当初計画値と比較して著しい差異がある場合は、その理由を記載してください。

3. プログラム実施内容
（別紙添付可）

4. 日本生物物理学会への波及効果を狙った活動の報告


提出日：＿＿年＿＿月＿＿日
代表責任者氏名：
所属：
署名：



採択後提出書類様式
日本生物物理学会　
国際研究会・国際会議開催支援　
会計報告書
1. 総予算概要

* 総予算額：＿＿＿＿円
* 日本生物物理学会支援額：＿＿＿＿円
* 他財源（助成金・参加費・企業協賛等）：＿＿＿＿円

2. 収支内訳
学会支援金
他助成金
参加費
企業協賛
その他
合計

4. 本支援金の活用内容
支援金額：＿＿＿＿円
支出項目   | 金額（円） | 備考 |
旅費
会場費
若手支援（支援内容も記載）
その他
合計
※領収書等は別途保管し、必要に応じて提出できるようにしてください。

3. 余剰金
☐ 余剰金なし
☐ 余剰金あり（＿＿＿＿円）※速やかに返納すること


代表責任者署名：
提出日：＿＿年＿＿月＿＿日
